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民生費
4,509

教育費
1,113

衛生費
766

土木費
545

公債費 368
消防費 314

議会費・労働費・農林費・商工費 159
諸支出金 172

総務費
2,054

一般会計の歳出１万円当たりの使いみち全会計の執行状況

会計 予算現額
歳入 歳出

収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）
一般会計 700億6,380万円 623億9,270万円 89.1 603億2,748万円 86.1

特
別
会
計（
＊
）

国民健康
保険 116億1,505万円 107億866万円 92.2 106億2,939万円 91.5

介護保険 100億6,256万円 97億5,597万円 97.０ 88億848万円 87.5

後期高齢
者医療 35億9,443万円 34億725万円 94.8 34億6,433万円 96.4

全会計合計 953億3,584万円 862億6,458万円 90.5 832億2,968万円 87.3

（＊）�特定の事業・資金など特別に必要となる場合に、一般会計から区別して歳入・
歳出を別個に処理する会計

区分 予算現額 執行額 執行割合（％）

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入 25億1,612万円 22億7,515万円 90.4

収益的支出 29億7,817万円 19億6,078万円 65.8

資本的収入 7億1,410万円 6億1,586万円 86.2

資本的支出 9億8,026万円 6億7,828万円 69.2

※�下水道事業は、地方公営企業法の財務規定の適用により会計方式が公営企業会計
に移行しているため、別表示としています。

市有財産の状況市有財産の状況
（　）内は令和6年度上半期（　）内は令和6年度上半期
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土地
公園や施設などの敷地
５２６,８６１．４７㎡
（＋２,７２０．５９㎡）

建物
学校や公民館など
１８９,５９４．０７㎡
（+２,５３１．７５㎡）

物権
地上権
１,３５２.５８㎡
（±0㎡）

出資による権利等
(株)ＪＲ中央線コミュニティ
デザイン出資金など
5,790万円
（±0円）

物品
1件100万円以上の
自動車等備品類
３６１点
（+７９点）

債権
国分寺市土地開発公社貸
付金など
６億８,００８万円
（+３５７万円）

基金
財政調整基金など
９８億９,５００万円
（-６２億７,１８８万円）

市債の状況

一時借入金の状況

区分 市債の現在高 内容元金 利子 合計
一般会計 250億4,929万円 17億8,879万円 268億3,808万円
総務債 77億1,631万円 12億8,742万円 90億373万円 国立駅高架下市民利用施設整

備、公益施設整備、新庁舎建設
民生債 11億4,658万円 5,525万円 12億183万円 高齢者複合施設・保育園園

舎建設、保育園大規模改修
衛生債 3億2,627万円 2,006万円 3億4,633万円 老人保健施設建設

土木債 108億3,671万円 2億1,360万円 110億5,031万円
道路・公園整備、エック
ス山緑地保全用地取得、
国分寺駅北口再開発事業

消防債 5億2,398万円 836万円 5億3,234万円 消防団詰所整備、消防
署用地取得

教育債 39億7,570万円 1億9,454万円 41億7,024万円 小・中学校建設・改修、
公民館・図書館整備

臨時財政対策債 4億7,486万円 954万円 4億8,440万円 一般財源の不足分に充当
減税補てん債・臨
時税収補てん債 4,888万円 2万円 4,890万円 市民税等減税分・税収

の補てん
下水道事業会計 32億7,786万円 4億1,289万円 36億9,075万円 公共下水道整備

項目 元金 利子 合計
市債の現在高 283億2,715万円 22億168万円 305億2,883万円
市民１人当たり（＊） 22万円 2万円 24万円
（＊）令和７年４月１日現在人口129,578人

　国分寺市財政状況の作成及
およ
び公表に関する条例により、半期ごとに予算

の執行状況や市の財産、市債残高などを公表します。今回は令和６年度下
半期（令和６年10月１日～令和７年３月31日）の財政状況をお知らせします。
　なお、金額などは令和7年３月３１日現在のもので、決算額ではありません。

　令和6年度の決算額は出納整理期間（＊１）終了後〔下水道事業会計は決算
整理（＊２）終了後〕に確定します。
（＊１）�４月１日～５月３１日。前会計年度末までに確定した債権債務に関して所定の手続き

を完了し、現金の未収未払の整理を行うための期間
（＊２）�固定資産に係る整理や消費税計算など、事業年度終了後に行う会計処理

一般会計　歳入・歳出予算の執行状況

■半期ごとの状況　� 上半期＝  242億821万円�
下半期＝381億8,449万円

■半期ごとの状況　� 上半期＝221億7,597万円�
下半期＝381億5,151万円

歳入
市税

243億6,482万円
（39.0％）

市税
243億6,482万円
（39.0％）

国庫支出金
100億4,429万円
（16.1％）

国庫支出金
100億4,429万円
（16.1％）

地方消費税交付金
　30億9,429万円（5.0％）
地方消費税交付金
　30億9,429万円（5.0％）

都支出金
　83億3,711万円（13.4％）
都支出金
　83億3,711万円（13.4％）

繰入金
　73億9,556万円（11.9％）
繰入金
　73億9,556万円（11.9％）

使用料及び手数料
　10億2,216万円（1.6％）
使用料及び手数料
　10億2,216万円（1.6％）

地方特例交付金
　7億5,262万円（1.2％）
地方特例交付金
　7億5,262万円（1.2％）

繰越金
　18億9,088万円（3.0％）
繰越金
　18億9,088万円（3.0％）

諸収入
　 8億1,031万円（1.3％）
諸収入
　 8億1,031万円（1.3％）

市債
　25億4,610万円（4.1％）
市債
　25億4,610万円（4.1％）

株式等譲渡所得割交付金 
　5億2,793万円（0.8％）
株式等譲渡所得割交付金 
　5億2,793万円（0.8％）

その他
　16億663万円
　（2.6％）

その他
　16億663万円
　（2.6％）

歳出
民生費

272億235万円
（45.1％）

民生費
272億235万円
（45.1％）

土木費
　32億8,861万円（5.5％）
土木費
　32億8,861万円（5.5％）

教育費 67億1,415万円
（11.1％）
教育費 67億1,415万円
（11.1％）

衛生費 46億2,336万円
（7.7％）
衛生費 46億2,336万円
（7.7％）

総務費
123億9,307万円
（20.5％）

総務費
123億9,307万円
（20.5％）

公債費
　22億1,757万円（3.7％）
公債費
　22億1,757万円（3.7％）

消防費
　18億9,096万円（3.1％）
消防費
　18億9,096万円（3.1％）

諸支出金  10億3,768万円（1.7％）諸支出金  10億3,768万円（1.7％）
商工費 4億3,596万円（0.7％）商工費 4億3,596万円（0.7％）

その他
5億2,377万円（0.9％）
その他
5億2,377万円（0.9％）

　一般会計の歳入予算の収入状況は89.1％（前年度
92.8％）となりました。決算時には、歳入予算の収入
率は、例年ほぼ100％となっています。令和６年度も、
出納整理期間中に事業完了に伴う国や都からの補助金
や借入金の収入が見込まれるので、予算額どおりの決
算となる見込みです。
　歳出予算の執行状況は86.1％（前年度82.8％）となり
ました。３月末に完了した事業費や光熱水費など月額
支払が出納整理期間で行われ、最終的には令和６年度
も例年同様97～98％程度の執行率となる見込みです。

収入済額� 623億9,270万円
� （対予算収入率89.1％）歳入 支出済額� 603億2,748万円

� （対予算執行率86.1％）歳出

内容 市民１人
当たりの額

福祉の充実のために（民生費） 209,930円 

市役所の運営や市税の賦課・徴収のために（総務費） 95,642円 

学校教育や生涯学習、文化財の保護のために（教育費） 51,816円 

健康の増進や衛生管理・ごみ処理のために（衛生費） 35,680円 

道路・駅周辺整備や交通安全のために（土木費） 25,379円 

市債の元金・利子償還のために（公債費） 17,114円 

火災などの災害対策のために（消防費） 14,593円 

�特別会計への繰出金・貸付金や基金積立のために（諸支出金） 8,008円

議会運営や経済・農業振興のために
（議会費・労働費・農林費・商工費） 7,407円 

合計 465,569 円

市民１人当たりの一般会計歳出の使いみち

　一般会計の支出済額を使いみちごとに分類し、市の人口１２９,578人（令
和7年４月１日現在）で除して市民１人当たりの額を算出しました。

　道路、公園、小・中学校、下水道などの公共施設整備のために、国や都、金融
機関などから長期に借り入れて調達した資金のことを「市債（市の借金）」といいま
す。整備した公共施設は将来にわたって使用しますので、この費用を現在の市民
だけではなく、将来の市民も負担することで、世代間の負担を公平にします。

一時借入金はありません

市の財政状況をお知らせします 令和6年度下半期（10月～3月） i財政課p042-312-8701
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